
１．はじめに

自閉症スペクトラム障害（以下、ASD）の社会

的認知度が高まり、幼稚園･保育園や学校などで発

見されることも増えてきている。また、早期発見･

早期療育の有効性に関する報告が増える中、18ヵ

月の月齢で共同注意（叙述的指さしと視線追従）と

みたて遊びができない児は自閉症であるリスクが高

い１）と言われることから、自閉症の早期発見の場と

して、日本では１歳半健診が注目されている。一方

で、自閉症を含むASDは生来的な障害であるとさ

れながら、客観的な生物学的マーカーが無いために

１歳半健診以前に専門家が関わることは難しい状況

にある。また、１歳半健診などで発達の問題に気付

いたとしても、専門機関などの育児支援につなげる

には時間がかかることが多い。そのため、乳幼児期

の特に１歳半以前のASDの状況や行動特徴につい

ては、専門家が直接観察できる環境は得られにくく、

保護者から回顧的に聞き取った情報となりやすい。

一方、小児理学療法士は臨床の中で、乳幼児期の

運動発達におくれを有する児に関わっている。また、

経過の中で後にASDと診断される児に出会うこと

も少なくない。このような児は、理学療法を進める

上での特有の難しさを感じることや、保護者から子

育てのしにくさを訴えられることが多い。そのため、

理学療法士がASDに気づく視点を持つことで理学

療法をスムーズに進められ、保護者に寄り添える育

児支援の視点を持つことが必要であると考えた。

本研究では、乳幼児期におくれを伴い理学療法士

が関わった児の中で、後にASDと診断された児を

後方視的に分析し、理学療法士から見た乳幼児期の

気になる行動特徴を調査した。そこから、ASDの

診断前から理学療法をスムーズに行う手がかりや保

護者にできる育児支援を検討することとした。

２．対象と方法

２．１　対　　象

横浜市西部地域療育センターの小児科を受診した

平成16年度～平成20年度（平成16年４月２日～平

成21年４月１日）生まれの162名の内、運動発達

のおくれで理学療法を実施した148名である。その

中で、後にASDを診断または疑われた児34名（表

１）を本研究の対象とした。また、中枢性のまひや

筋疾患などを持つ48名は対象から除外した。対象

児の理学療法開始月齢の平均は17.3ヵ月（９ヵ月

から38ヵ月）であった。１名を除く33名が知的障

害を伴っていた。

２．２　方　　法

理学療法士のカルテ記録から後方視的に調査を

行った。理学療法士が気になった行動や、保護者よ

り相談にあがった内容を抽出することとした。また、

特に１歳代の時期に注目して行動特徴を調べた。

３．結　　果

生活年齢１歳代に挙げられた行動特徴は、「寝つ

きの悪さ」、「夜泣き」など睡眠リズムの乱れ、「体

を触られると大声を出す」や「抱っこを嫌がり反り

返る」、「指先でつまみ手掌では握らない」、「砂やご

はんが手に付くと振り払う」、「手をヒラヒラさせる」、
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表１　対象児の診断

「キラキラしたものが好き」など触覚や視覚につい

て、また、「すぐに泣く」、「怒る」、「思い通りにな

らないとかんしゃく」や「パニック」などであった。

これらの行動特徴は、表２のように、生理面、感

覚面、感情面の３つの領域に分けられた。生理面で

は、睡眠の乱れや夜泣きなど、１歳を過ぎても睡眠

の安定のしにくさが多く見られた。感覚面では、感

覚過敏が続く児や、１歳を過ぎても感覚遊びを好む

傾向があった。感情面では、泣く･怒る･かんしゃく

などが見られる状況にあった。



表２　生活年齢１歳代に見られた行動特徴

４．考　　察

理学療法士が関わったASDの乳幼児期に見られ

る行動特徴は、生理面、感覚面、感情面の３つの領

域に集約された。コミュニケーションや社会性の発

達が未分化な時期から、ASDを疑いやすい症状が

これら３領域に見られ、保護者の育てにくさにつな

がっている可能性があると考えた。保護者は乳幼児

期の運動発達におくれがあることで育児不安が大き

い上に、原因のわからない泣きや怒りなど育てにく

さが加わると、保護者の負担はより大きいものとな

る。

一方で、対象児の34名の内、33名は知的障害を

伴っており、得られた結果は知的障害との関係も否

定できないと考える。しかし、生活年齢１歳代に

なっても見られているこれらの行動特徴は知的障害

に加えてASDを疑う要素も含んでいると考えられ、

育児のしにくさや育てにくさにつながっていると考

える。また、実際に保護者より子育てのしにくさと

して相談されることも多い内容であり、保護者の相

談相手として理学療法士が聞き取ることも多い。

ASD診断前の乳幼児期に中心的に関わる理学療法

士が、ASDを疑われる要素や特徴を知り、児に

合った関わりを持てることは一つの重要な育児支援

になりえる。例えば、パニックになりやすい児に対

して、どんな原因でパニックになるかを評価できれ

ば、そこから落ち着ける物や環境を探していくこと

ができる。日々の関わりにおいても、パニックを起

こしにくい工夫やパニックが起きた時の対応策を検

討し、家庭につなげていければ保護者も児も生活し

やすくなるのではないかと考える。また、育児支援

に加えて理学療法においても、児の特徴を評価しな

がら関わることでスムーズに行いやすくなる。

理学療法士は乳幼児期から早期に関わるだけでな

く、関わる期間も長く頻度も多い。そのため、児を

中心としたチームアプローチを行う際に、理学療法

士がキーになりえると考える。また、運動発達のお

くれを主訴に理学療法を行っていたASD児は、運

動面のおくれがなくなれば精神発達面の関わりが中

心となってくる。そのため、ASDの診断や対応が

必要なタイミングを見計らい、医師や臨床心理士な

ど多職種への橋渡しを担うことも一つ重要な役割で

あると考える。

― 53 ―



― 54 ―

〔第59回日本小児保健協会学術集会

（2012年９月27日～29日、岡山県岡山市）にて発表〕

【参考文献】

１）Baron-Cohen S, Allen J, Gillberg C:Can

autism be detected at 18 months？The

needle,the haystack,and the CHAT.Br J

psychiatry161:839-843,1992


